
ふるさと・水と土指導員

大月短期大学非常勤講師

鈴木 憲仁 先生

令
和
３
年
７
月
、
山
梨
県
笛
吹
市
境
川

町
藤
垈
地
区
に
て
、
地
域
の
農
家
さ
ん
の

田
ん
ぼ
で
、
境
川
小
学
校
５
年
生
を
対
象

に
「
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
自
分
達
の
住
ん
で
い
る

地
域
の
田
ん
ぼ
に
は
ど
ん
な
生
き
も
の
が

生
息
し
て
い
る
の
か
、
田
ん
ぼ
に
は
ど
の

よ
う
な
役
割
が
あ
る
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

調
査
後
、
ふ
る
さ
と
・
水
と
土
指
導
員

の
鈴
木
憲
仁
先
生
か
ら
「
稲
か
ら
米
が
で

き
る
し
く
み
」
や
、
地
域
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
農
産
物
で
あ
る
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

豆
知
識
」
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
、
興

味
津
々
な
様
子
で
、
地
域
の
田
ん
ぼ
の
役

割
な
ど
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
て
い
ま
し

た
。

※稲から米ができるしくみや、トウモロコシの豆知識を教え

てもらっている様子。

一
、
境
川
小
学
校

田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査

農
地
や
農
村
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
、
地

域
活
動
の
推
進
、
都
市
と
の
交
流
を
含
め
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
交
流
活
動
や
保
全

活
動
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
・
水
と
土
指
導
員
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令
和
３
年

月
に
は
、
７
月
の
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の

調
査
に
引
き
続
き
、
鈴
木
先
生
が
学
校
へ
出
向
き
、
出

前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

鈴
木
先
生
が
大
学
生
に
教
え
て
い
る
「
花
の
受
粉
の

し
く
み
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
構
造
」
に
つ
い
て
、
小
学
生
で
も

わ
か
る
よ
う
に
説
明
し
て
お
り
、
児
童
た
ち
は
興
味

津
々
に
授
業
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
疑
問
に
思
っ
た
こ

と
は
積
極
的
に
質
問
し
、
休
み
時
間
に
は
鈴
木
先
生
の

も
と
へ
聞
き
に
行
く
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
出
前
授
業
は
、
地
域
の
農
業
や
植
物
の
生
態

系
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
、
充
実
し
た
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
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二
、
学
校
へ
出
前
授
業

出前授業の様子

月

日

（火）

日直

イネ科のトウモロコシ属の中で唯一、栽培化された植物がトウモロ

コシです。それ以外の野生種、野生亜種はテオシントと総称されます。

雌花は葉腋（※1）に通常1個ずつ出て、芯の周りに並んでいるたく

さんの花から長い毛を出し、雌しべとなります。

つまりトウモロコシは、花の数（将来食べる粒）だけ毛があります。

その花が受粉して、私たちが食べている粒となります。この粒は、太

い芯の上に8～16列程度に規則正しく並んでいます。

受粉を行うときは、茎の先端にある雄花の花粉を長い毛の柱頭で受

けます。雄花は雌花より1～2日先に熟してしまうため、他の株の花粉

で受粉します。そのため、複数株を複数列に並べて栽培する畑がほと

んどです。

トウモロコシのような雌花の長い花柱と柱頭は他に見られません。

は粒の数だけ毛がある！？

(めばな)

雌花

柱頭

花柱

子房

10

5

だ
い
ち

み
さ
と

※1 葉腋（ようえき）・・・葉と茎が接している部分。葉の付け根。

(ようえき)

葉腋（※1）

いろいろな働きを持つ

私たちの生活に必要な、お米や野菜などの農産物を作ります。

田んぼに張られた水は、時間をかけ地下へ浸透し、地下水にな

ります。また、田んぼの水や土の中の微生物の働きにより、水
がきれいになりおいしい水が作られます。

自然災害から私たちの暮らしを守ります。大雨の時は田んぼや

畑に一時的に水がたまり、洪水の発生を防いだり、土が崩れる
のを防ぎます。

田んぼや畑では様々な生き物が住んでいます。その生きものた

ちの、命のつながりを守ります。

ふるさとの自然や景観を守ります。田んぼや畑、農家のおう

ち、周辺の川や山が作り出すふるさとの風景は心をいやす働き
があります。

田んぼや畑で作られる作物は光や熱を吸収して、気温を下げる

働きがあります。

牛や豚の排せつ物や生ごみから作ったたい肥（肥料）を、田ん

ぼや畑の作物が養分を吸収するなど、資源のリサイクルをする
ことができます。

作物の豊作を祈ったり感謝したりするお祭りや行事など、昔か

ら伝えられてきた地域の伝統や文化を守ることができます。

かちゅう

ちゅとう


